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意向調査の実施について 

 

 

 

農業振興基本計画の検討に際し、農業に関わる多様な主体（消費者、生産者、流通・販売事業

者等）に対する意向調査を実施します。 

意向調査は、地域の状況を詳しく知る住民等の意向を把握することで地域の現状や課題を整理・

把握し、栗東市の農業が目指すべき将来像及び施策の方向性等の検討に用いるとともに、今後の

施策推進における地域住民・事業者等の参加・協力の可能性などを把握することで、実現性の高

い住民参加の方法の検討材料とします。 

さらに、これら調査を通じて、地域住民・事業者等に対する、計画の策定やその実現に向けた

参加意識を高めて、策定後の施策推進におけるこれら主体の参加を促すための仕掛けづくりとな

るものと考えます。 

 

 

意向調査一覧 

 区分 調査名 内容等 対象 期間（予定） 備考 

１ 消費者 栗東市の農業に

関する市民アン

ケート調査 

市民の暮らしを

取り巻く農業の

現状及び意向等

を把握する。 

16 歳以上の栗東

市在住の市民 

2,000 名（無作為

抽出） 

令和 2年 10月 8日

（木）発送～ 

10月 30日（金）投函

締切 

郵送 

２ 生産者 栗東市の農業に

関する農業従事

者アンケート調査

票 

市内農業の現状

及び課題、今後

必要な施策等に

関する意向等を

把握する。 

栗東市内に農地

を保有する農業経

営者等（世帯主） 

約 1,000名 

※悉皆調査 

令和 2年 10月 8日

（木）発送～ 

10月 30日（金）投函

締切 

郵送 

３ 流通･販

売･加工 

事業者等 

栗東市の農業に

関する事業者ヒ

アリング調査 

事業者からみた

市内農業の課題

及び施策に関す

る意向、関係者

間の連携可能性

等を把握する。 

・ＪＡ栗東市 

・直売所(道の駅等) 

・飲食店、学校給

食センター 

 等 

令和 2年 11月～12

月頃 

※市民・農業従事者ア

ンケート調査結果も

ふまえて実施予定 

対面また

は調査票

配布（郵

送、 FAX

、ﾒｰﾙ等

） 

４ 次代の 

担い手 

『栗東市の未来

の農業を考える』

中学生アンケート

調査 

栗東市の次世代

が持つ農業のイ

メージや、担い

手としての可能

性を把握する。 

市内中学校 

中学二年生 

（約 750名） 

令和 2年 10月～11

月頃 

校 内 で

の 直 接

配布、回

収 
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１．市民アンケート調査 
１－１．調査目的 
栗東市民を対象として、市民（消費者）の農業とのかかわりや栗東市の農業に対するイメージ、

都市と農村の交流のあり方など、暮らしを取り巻く農業の現状及び意向等を把握し、市民ととも

にある栗東市農業のあり方、農業が目指すべき将来像及び施策の方向性等の検討資料とします。 

 

１－２．調査概要 
 

項目 概要（案） 
名称 栗東市の農業に関する市民アンケート調査 
調査対象 ・令和 2年 9月 1日現在 

 16歳以上の栗東市在住の市民 2,000名（無作為抽出） 

調査項目 ●回答者の属性 

●農産物の購入状況 

●栗東市の農業について 

●栗東市の農業の振興について 

●栗東市の農業に関するご意見（自由記述） 

配布、回収方法 ・郵送による配布：2,000通 

・返信用封筒による郵送回収 

調査日（予定） 【配布】令和２年 10月 8日（木）発送 

【回収】令和２年 10月 30日（金）投函締切 

送付物 ・発送用封筒（角２封筒（宛名ラベル貼付）） 

・アンケート調査票（Ａ４冊子 7ページ） 

・調査協力のお願い：1ページ 

・調査票：6ページ 

・返信用封筒（長３封筒） 

回収目標数 ・回収目標数（有効回収数）： 800票（回収率 40％） 
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 ※調査対象（配布数）の設定について 
配布数は母数や分析手法に応じて適切に設定します。一般的には調査結果の誤差等との関係

に基づく算定式より、目標誤差 5％の場合、必要サンプル数は約 384票となることから、必要か

つ十分な量を確保すべく、この倍の数となる 800 票を目標回収数（回収率 40％として配布数

2000票）と設定します。 
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１－３．市民アンケート 設問構成（案） 
 

項目 設問 分析内容・備考 

回答者の属性 

問 1 居住地域 

回答者の属性区分と各設問のクロス分析を実施す

ることで、属性ごとの特性を把握する。 

※想定する属性区分 

地域：4区分[金勝・葉山・治田・大宝] 

年齢：3区分[～40歳代・50～60歳代・70歳代以上] 
問 2 年齢 

問 3 就業状況 

農業者か否か 前段に農業者かを問う項目を入れることで、純粋

な消費者の意見と農業者（生産者）を含む意見の

区別が可能な設問構成とする。 職業 

農産物の購入状

況 

問 4 
主な購入場

所 

米 

消費者として、農産物の購入場所や購入の際に重

視していることを把握する。 
野菜・果物 

問 5 購入の際、重視すること 

問 6 
地元農産物

の購入状況 

購入頻度 
地元農産物の購入状況を把握する。特に、消費者

の考える地元農産物の良さや魅力を明らかとし、

地産地消の取り組みのあり方等の検討材料とす

る。 

具体の購入場所 

購入する理由 

購入しない理由 

問 7 栗東市の特産品の認知度 

栗東市の特産品についての認知度及び利用度を明

らかとし、農産物・農産加工品のブランド化等の

取り組みのあり方等の検討材料とする。 

栗東市の農業に

ついて 

問 8 栗東市の農業のイメージ 

市民の理解、協力のもと農業振興を図るにあたり、

市民が、栗東市の農業に対して現状どのようなイ

メージ（肯定的／否定的）を持っているかを把握

し、将来の農業のあり方等の検討材料とする。 

また、都市と農業の共存や、まちづくりへの影響

の観点から、都市農業に対する市民の意向を把握

する。（問 9と連動） 

問 9 

まちなか（市

街地及び周

辺）農地 

まちなかに農地

があることのメリ

ット 

都市の暮らしの身近にある農地は、その多様な機

能が発揮されることで、農地及び農業者（生産者）

と居住者（消費者）が共存する環境共生型の社会

形成に寄与する。 

栗東市の農業の特性である「都市近郊型の農業」

をふまえ、まちなか（市街地及び周辺）に農地があ

ることのメリット／デメリットを市民視点からど

のように捉えているかを把握するとともに、農地

の必要性に対する意向を把握することで、都市農

業のあり方等の検討材料とする。 

まちなかに農地

があることのデメ

リット 

まちなか農地の

必要性 

問 10 
中山間地域の農業・農地につ

いて 

市の南部に位置する中山間地域における農業・農

地の保全に対する意向を把握することで、中山間

地域の農業のあり方等の検討材料とする。 

栗東市の農業の

振興について 

問 11 
栗東市の農業振興に向けた

取り組み 

市民（消費者）の視点から、栗東市農業に求められ

る取り組み等についての意向を把握し、市民の理

解、協力のもと取り組む農業振興施策等の検討材

料とする。 

問 12 市民として取り組みたいこと 

市民が日々の暮らしの中で取り組みたいことを把

握することで、市民との連携、協力のもと推進す

る農業振興施策等の検討材料とする。 

問 13 都市と農村の交流 

市民として、どのような機会があると自ら農業や

農村と関わりたいと思うのか把握することで、都

市と農村の交流施策等の検討材料とする。 

栗東市の農業に

関するご意見 
－ 自由記述 

設問にとらわれず、栗東市の農業振興等に関する

様々なアイデアや意見を市民から頂くためのコメ

ント欄（自由記述） 
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２．農業従事者（農家等）アンケート 
２－１．調査目的 
栗東市の農業従事者を対象として、生産者の立場からみた市内農業の現状及び課題、農業の維

持、振興のために今後必要な施策等に関する意向等を把握し、栗東市農業が目指すべき将来像及

び有効かつ実効性の高い施策等の検討資料とします。 

また合わせて、調査成果は農業振興地域整備計画 基礎資料としても反映を図ります。 

 

２－２．調査概要 
 

項目 概要（案） 
名称 栗東市の農業に関する農業従事者アンケート調査票 
調査対象 ・令和 2年 9月 1日現在 

 栗東市内に農地を保有する農業経営者等（世帯主）約 1,000名 

 ※悉皆調査 

調査項目 ●回答者の属性 

●農業経営の現状について 

●農地等の現状について 

●今後の農業経営について 

●栗東市の農業の振興について 

●市民と農業の交流等について 

●栗東市の農業に関するご意見（自由記述） 

配布、回収方法 ・郵送による配布：約 1,000通 

・返信用封筒による郵送回収 

調査日（予定） 【配布】令和２年 10月 8日（木）発送 

【回収】令和２年 10月 30日（金）投函締切 

送付物 ・発送用封筒（角２封筒（宛名ラベル貼付）） 

・アンケート調査票（Ａ４冊子 8ページ） 

・調査協力のお願い：1ページ 

・調査票：7ページ 

・返信用封筒（長３封筒） 

回収目標数 ・回収目標数（有効回収数）： 500票（回収率 50％） 
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２－３．農業従事者アンケート 設問構成（案） 
 

   ：農業振興地域整備計画[基礎調査]資料に反映 

項目 設問 分析内容・備考 

回答者の属性に

関する項目 
問 1 属性 

居住地域 回答者の属性区分と各設問のクロス分析を実施す

ることで、属性ごとの特性を把握する。 

※想定する属性区分 

地域：4区分[金勝・葉山・治田・大宝] 

年齢：3区分[～40歳代・50～60歳代・70歳代以上] 

性別 

年齢 

農業経営の現状

について 

問 2 専業／兼業農家の区分 

市内農業従事者の経営形態を把握する。 

また、回答者の属性区分と各設問のクロス分析を

検討し、属性ごとの特性を把握する。 

問 3 
農業以外の

仕事の状況 

勤務地 兼業農家の他産業への就業状況を知るとともに、

栗東市の農業労働力を把握する。農振整備計画基

礎調査掲載表の根拠データとする。 

勤務形態 

業種 

問 4 主な生産品目 市内農業従事者が生産している主な農作物及びそ

の出荷先からみた、市内農業の特性を把握する。 問 5 主な出荷先 

農地等の現状に

ついて 

問 6 

耕作してい

る農地（経営

耕地）面積 

自作耕地（a） 耕作地の現状を把握する。 

農地に占める貸付地／借入地の割合より、市内の

農地流動化状況を把握する。 

貸付耕地（a） 

借入耕地（a） 

問 7 遊休農地の有無 
遊休農地（現在耕作されていない農地と定義）の

有無の把握（問 8に続く） 

問 8 
遊休農地の

状況 

遊休農地の面積

（a）及び増減 

遊休農地の面積、及び 10年前からの増減より、市

内における遊休農地の動向を把握する。 

遊休農地の理由 耕作しない（できない）要因及び今後についての

所有者の意向から、市内における耕作放棄地の特

性を把握し、遊休農地対策等の検討材料とする。 
遊休農地の今後

の活用について 

問 9 農業生産基盤の改善点 地域の農業生産基盤や施設等について改善、整備

が必要な項目を把握し、地域の農業の保全・強化

のための施策等の検討材料とする。 問 10 必要な施設・機械 

今後の農業経営

について 

問 11 後継者の有無 農業の後継者の有無の把握（問 12に続く） 

問 12 
後継者の状

況 

後継者の年齢 後継者についての現状を把握し、今後の栗東市農

業を支える担い手対策等の検討材料とする。 後継の時期 

問 13 今後の経営規模の意向 

今後（約 10年後）の経営耕地の規模（拡大／縮小・

休廃業）の意向把握（問 14、15に続く） 

また、回答者の属性区分と各設問のクロス分析を

検討し、属性ごとの特性を把握する。 

問 14 拡大意向 

拡大面積（a） 拡大意向がある農業従事者に対して、拡大希望面

積やその理由、確保の方法を把握することで、意

欲のある農家への支援策等の検討材料とする。 

拡大したい理由 

農地確保の方法 

問 15 縮小意向 

縮小面積（a） 縮小意向がある農業従事者に対して、縮小希望面

積やその、農地の移転先等を把握することで、縮

小意向のある農家へ支援策や農地の活用策等の検

討材料とする。 

縮小したい理由 

農地の移転先等 
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（つづき） 

項目 設問 分析内容・備考 

栗東市の農業の

振興について 

問 16 地域（集落）の今後 

地域の今後（10年後）について、地域に居住する回

答者自身がどのように捉えているかを把握し、持続

可能な地域、農業経営のあり方等の検討材料とする。 

問 17 取り組むべき農業振興施策 

今後の栗東市農業の振興に向けて、どのような施

策に重点的に取り組むべきかの意向を把握し、今

後の農業振興施策等の検討材料とする。 

問 18 
担い手の確保・育成に向けた

取り組み 

今後の栗東市農業の維持・強化において重要な要

素となる担い手の確保・育成に向けて、重点的に

取り組むべき施策についての意向を把握し、今後

の担い手の確保・育成策等の検討材料とする。 

問 19 農地の整備の将来の方向性 

地域や周辺における農地の整備の将来の方向性

（保全／宅地化等）の意向を把握し、今後の農地

（特に市街地周辺）保全策等の検討材料とする。 

市民と農業の交

流等について 

問 20 
市民と農業の交流機会への参

加意向 

市民と農業の交流の機会（市民農園・農業体験等）

への参加意向を把握し、今後の都市＝農村交流策

等の検討材料とする。 問 21 市民農園の貸出し意向 

問 22 
地産地消の

取り組み 

地産地消の取り

組み状況 
地産地消の取り組み状況及び課題等を把握し、今

後の地産地消対策等の検討材料とする。 
地産地消を進め

るにあたっての

課題等 

栗東市の農業に

関するご意見 
－ 自由記述 

設問にとらわれず、栗東市の農業振興等に関する

様々なアイデアや意見を農業従事者から頂くため

のコメント欄（自由記述） 
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３．事業者ヒアリング調査 
３－１．調査目的 
栗東市農業の流通・販売・加工等に関わる事業者の立場からみた農業の維持、振興のために今

後必要な施策等に関する意向、関係者間の連携可能性等を把握し、栗東市農業が目指すべき将来

像及び関係者間の連携等を通じた有効かつ実効性の高い施策等の検討資料とします。 

 

３－２．調査対象及び質問内容 
区分 事業者（想定） 質問（案） 
流通・ 
販売等 ・ＪＡ栗東市 ①概要、特徴的な取組等 

・事業概要 

・農業振興に係る既往計画（農業振興計画等）、事業等 

②課題等 
・流通・販売に係る課題 

・流通・販売事業者の立場からみた栗東市農業の課題 

③今後の展望等 
・栗東市の農業振興のあり方について（地域連携の取組

など） 

・今後の展望等について（事業者として取組みたい事項、

関係者との連携、市への要望など） 

 

直売所 ・道の駅アグリの郷

栗東 

・道の駅こんぜの里

りっとう 

・田舎の元気や（Ｊ

Ａ栗東市） 

 

①概要、特徴的な取組等 
・施設概要（設置時期、運営形態、従業員数等） 

・利用状況（利用者数、居住地、交通手段等） 

・地元農産物等の取扱状況（アイテム数、売上、評価等） 

②課題等 
・地元農産物等の販売促進に向けた課題等 

③今後の展望等 
・今後の展望等について（事業者として取組みたい事項、

関係者との連携、市への要望など） 

 

飲食・ 
加工等 ・地元農産物等を利

用している市内飲

食店 

・学校給食共同調理

場 

 等 

①概要、特徴的な取組等 
・地元農産物等の利用の状況、評価 

②課題等 
・地元農産物等の利用促進に向けた課題等 

③今後の展望等 
・今後の展望等について（事業者として取組みたい事項、

関係者との連携、市への要望など） 
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４．中学生アンケート調査 
４－１．調査目的 
栗東市内中学校に通う学生を対象として、次世代が持つ農業のイメージや農業との関わり方に

関する意向等を把握し、次代の担い手としての可能性等をふまえた将来像及び施策の方向性等の

検討資料とします。 

 

４－２．調査概要 
 

項目 概要（案） 
名称 『栗東市の未来の農業を考える』中学生アンケート調査 
調査対象 ・市内中学校 在学中の中学二年生（約 750名） 

調査項目 ●回答者と農業の関わり方について 

●栗東市の農業について 

配布、回収方法 ・校内での直接配布、回収 

調査日（予定） 【配布、回収】令和 2年 10月～11月頃 

配布物 ・アンケート調査票（Ａ４ 2ページ） 

回収目標数 ・回収目標数（有効回収数）： 750票（回収率 100％） 

 

 

４－３．中学生アンケート 設問構成（案） 
 

項目 設問 分析内容・備考 

農業の関わり方

について 

問 1 家族に農業従事者がいるか 回答者と農業との関わりを把握する。回答者のう

ちどれくらいの割合が農に触れる機会をもってい

るか。 問 2 農作業をしたことがあるか 

栗東市の農業に

ついて 

問 3 農業に対する興味 回答者が農業をどのように捉えているか、良いイ

メージ／良くないイメージを交えて把握し、長期

的な視点からの担い手対策等の検討材料とする。 問 4 農業という仕事のイメージ 

問 5 将来農業の仕事に就きたいか 
農業の担い手としての現時点の意向を把握する。

（問 6、7に続く） 

問 6 
農業の仕事

に就きたい 

就きたい理由 農業という仕事の魅力や動機を把握し、長期的な

視点からの担い手対策等の検討材料とする。 作りたい作物等 

問 7 

農業の仕事

に就きたくな

い 

将来の農業との

関わり方 

直接的に農業の仕事に関わらなくても、消費者や

事業者としての立場から担い手となる可能性等を

把握し、将来の農業のあり方等の検討材料とする。 
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